
個人ワーク・グループワーク 

「ボランティアによる高齢者の生活支援について」 

 案① メリット（効果） デメリット(課題) 

テーマ 
お助け隊の活動の活

性化 

支援したい人、既にし

ている人が登録するこ

とで、スキルアップ。 

互助活動にポイントを

付与するのはおかし

い。 

養成研修受講者 お助け隊の会員 

支援したい人、既にし

ている人が受講するこ

とで、スキルアップ。 

全会員が受講すること

は難しい。 

既に活動している会員

に研修をする必要はあ

るのか。 

従事者 お助け隊の会員 

 山間部はボランティア

を確保できない。市全

体でボランティアを確

保して、各地域へ回し

てほしい。 

利用者 お助け隊利用者 

 遠慮の気持ちがある。 

近所に人には頼みにく

い。 

支援内容 

各地区のお助け隊の

活動内容（ごみ出し、

買物、草取り 

など） 

 ごみ出しなどは近所の

人に頼みにくい。 

各地区にルールがある

ので、統一するのは難

しい。 

ポイント付与 

養成研修を修了した

お助け隊の会員が活

動した場合、会員に

付与する 

ポイント付与すること

でお助け隊が活性化。 

利用者は利用料がかか

ることで、割り切って

利用できる。 

互助活動なのでポイン

トを付与することは返

ってマイナスになる。 

ポイント付与するなら

きっちりした決まりご

とが必要だが、各地区

のルールを統一するの

は難しい。 

案① に対する 

意見 

電気店や水道業者にボランティアになってもらえば、多少専門的なこ

とにも対応してもらえるのでは。 



 

 

 案② メリット（効果） デメリット(課題) 

テーマ 
新規ボランティアの

掘り起こし 

地域の活性化、人材発

掘。 

既存のボランティア活

動を周知。 

地域格差が出る。 

新規のボランティアは

長続きしない人も出て

くるのでは。 

養成研修受講者 
新規に募集（各地区

で活動できる人） 

軸になる新たな人材発

掘。 

得意分野の活用。 

学生の活用。 

地域に軸になる人がい

ないと続かない。 

市全体ではなく、小さ

いエリアでの研修が必

要。 

従事者 養成研修修了者 

意識が向上し地域力が

上がる。 

新たな人で新しい活動

が出来る。 

研修受講のみで活動で

きない人がいるのでは

ないか。 

利用者 

ミニデイ、コミュニ

カフェ、お助け隊の 

利用者(既存のボラ

ンティア活動を紹

介) 

既存の活動なので内容

がわかりやすい。 

既存のサービスを利用

していない人の支援。 

支援内容 

ミニデイ、コミュニ

ティカフェ、お助け

隊等でのボランティ

ア活動 

得意分野を伸ばせる。

利用者にも役割を持っ

てもらう。 

利用者がお客さんにな

っている。もてなし過

ぎ。 

ポイント付与 
ポイントは付与しな

い 
  

案② に対する 

意見 

 小さい地域で活動できるボランティアと大きい地域で活動できるボラ

ンティアの育成が必要。 

 大学生の活用がいいのでは。 

 小学生の頃からボランティアに興味を持ってもらい活動に繋げる。 



 

 案③ メリット（効果） デメリット(課題) 

テーマ 
介護専門職不足の解

消 
  

養成研修受講者 
新規に募集（高齢者、

主婦等） 

働く場を提供できる。 

グループや知人同士で

受講すればいい。 

やりがいを感じられる

広報、不安が解消でき

る広報が必要。 

 

従事者 養成研修修了者 

 １対１ではなく。グル

ープやペアで支援する

仕組みが必要。 

利用者 
総合事業対象者 

要支援１・２ 

  

支援内容 

在宅での家事援助等

専門職でなくても可

能な支援 

 活動内容の見える化が

必要。 

ポイント付与 

養成研修修了者が高

齢者の生活支援をし

た場合ポイントを付

与する 

 ポイント付与が継続で

きる仕組みが必要。 

案③ に対する 

意見 

何かあったときのマネジメント体制が必要。 

キャッチコピーをしっかり作って、広報、周知が必要。 


